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研究成果の概要（和文）：本研究では、東アジアにおいて地域協力を具体化するために進められてきた制度形成プロセ
スを比較・検討した。環境・貿易・食料・エネルギーという政策分野に焦点を当てて、日本・中国・韓国・ASEANが地
域制度の形成という共同利益の実現と地域における相対的影響力の維持という政策目標をどのように追求しているのか
、非国家アクターが脱国家ネットワークを通じて地域ガバナンスの形成にどのような影響を及ぼしているのか、さらに
グローバル危機等によって形成される「重大な分岐点」において地域制度の形成がどのように進んでいるのかを考察し
た。実証分析の比較研究は単著としてまとめられ、英国の出版社から出版された。

研究成果の概要（英文）：This research investigated and compared the process of building institutions desig
ned to materialize regional cooperation in East Asia. It focused on four policy fields of environment, tra
de, food, and energy, and examined how four actors -- Japan, China, South Korea, and ASEAN -- have pursued
 twined objectives of realizing collective interests of creating regional institutions and maintaining rel
ative influence in the region, how non-state actors have influenced the formation of regional governance t
hrough transnational networks, and how the formation of regional institutions have proceeded at 'critical 
junctures' formed by global crises. The comparative research of empirical analyses was assembled into a si
ngle-authored book, which was released by an English publisher.
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１．研究開始当初の背景 
（１）東アジアは、政治体制、経済発展段階、
文化・宗教などの多様性、歴史認識に起因す
る相互不信のために、地域協力に向けた動き
が欧州など他の地域に比較して緩慢であっ
た。しかし 1997 年 12 月に ASEAN＋3 の枠組
みで初の首脳会議がマレーシアで開催され
て以降、地域協力に向けた動きが加速した。
すなわち、金融、貿易、農業、エネルギーと
いった様々な政策領域で大臣会合が組織さ
れ、地域協力を具体化するイニシアティブが
始動し、その結果としての地域制度も徐々に
形成された。 
 
（２）ただ、政策領域によって協力の進展、
制度化の程度に顕著な差異がある。すなわち、
実効性のある制度が徐々に構築されている
政策分野がある一方、制度化に向けた動きが
順調に進展していない分野もある。こうした
差異は、国家アクターの政策目的の実現に向
けた政治的相互作用や非国家アクターのガ
バナンス形成に向けた関与の違い等に関連
しているのではないかと考えられる。そうし
た違いを生み出した主要な要因を確認しそ
の影響を考察することで、東アジア地域協力
の実態と課題を解明すると同時に、東アジア
地域協力の推進にむけた具体的提言を引き
出す必要がある。 
 
２．研究の目的 
 
（１）本研究の目的は、環境・貿易・食料・
エネルギーという主要な政策分野での東ア
ジア地域協力の実態と課題に焦点をあて、地
域協力を具体化するために進められてきた
制度形成プロセスを比較・検討し、「東アジ
ア共同体」の形成に向けた展望を示すことで
ある。 
 
（２）この研究目的のため、日本・中国・韓
国・ASEAN が地域協力に向けた制度の形成と
いう共同利益の実現と地域における相対的
影響力の維持という２つの政策目標をどの
ように追求しているのか、非国家アクターが
脱国家ネットワークを構築して地域ガバナ
ンスの形成に向けどのような影響を及ぼし
ているのか、さらにはグローバル危機等によ
って形成される「重大な分岐点」において地
域制度の形成がどのように進展しているの
かを比較・検討し、東アジアにおける地域協
力制度の発展と共同体意識の醸成に向けた
課題と展望を提示する。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究は、特定の政策領域における政
策発展を事例として考察する事例研究の研
究手法を用いて、東アジアにおける地域協力
の推進と地域協力制度の形成を考察する。ま
ず、理論的枠組みを構築することを目指す。
地域協力を推進するにあたっての地域制度

構築に向けた主要国家の主導性と政策選好、
ガバナンス形成に向けた非国家アクターの
関与と脱国家ネットワークの形成、さらに経
路依存、重大な分岐点といった歴史的制度論
の分析視角についての考察を進める。 
 
（２）理論的枠組みの構築が終了した後で、
東アジアにおける主要政策領域での地域協
力と制度構築に関する調査を開始する。具体
的政策領域として、環境・貿易・食料・エネ
ルギーに焦点をあてる。地域協力に向けた動
きと制度構築の進展の概要、地域協力に関わ
る国家・非国家アクターに関する情報を得る
ために精力的に文献調査を行う。また、環
境・貿易・食料・エネルギー関連の政府機関
への聞き取り調査を実施し、４分野における
地域協力の具体的進展状況と課題について
詳細な情報を収集する。さらに、非国家アク
ターの関与とその具体的影響を解明するた
めに、地域協力に関わっている研究機関その
他の関連団体への聞き取り調査を実施する。 
 
（３）文献調査、聞き取り調査で収集したデ
ータを精査して、４分野における地域協力と
制度構築プロセスにどのような特徴がある
かを解明すると同時に、国家の主導性と政策
選好、地域ガバナンスや歴史的制度論の観点
からどのように評価されるのかを検討・分析
する。こうした検討・分析結果を通して「東
アジア共同体」の構築についての意義ある展
望を引き出す。調査研究の内容を論文として
まとめ上げ、国際学会において発表する。関
係する研究者との意見交換などをさらに進
めて、最終的に質の高い学術書という形で出
版する。 
 
４．研究成果 
 
（１）本研究で焦点をあてた、環境・貿易・
食料・エネルギーという政策分野での地域協
力制度の発展プロセスには、顕著な類似性が
みられた。ASEAN の枠組みで形成された制度
を基礎として、東アジアの枠組みでの地域制
度が 2000 年代初めに形成された（東アジア
緊急コメ備蓄、東アジア酸性雨モニタリング
ネットワーク、2国間自由貿易ネットワーク、
ASEAN＋3エネルギー協力）。そして約 10 年と
いう比較的長いプロセスを経て、包含される
協力範囲や機能を高めた新たな制度が形成
された。このように 2段階のプロセスを経て
地域協力の強化に向けた制度形成が進めら
れた。 
 
（２）既存の制度を強化するために比較的長
い時間をかけて議論したにもかからず、2010
－12 年にかけて形成された新制度のデザイ
ンは政策領域によって多様でありまた不完
全なものであった。すなわち、制度の下で加
盟国に課される義務や責任は限定的であり、
紛争解決に向けた規定なども用意されては



いなかった。また、制度の取り決め事項には
法的拘束力がなく、政策決定プロセスも精緻
化されたものではなかった。 
 
（３）東アジアにおける地域制度の形成に決
定的な影響を及ぼしていたのが、国家アクタ
ーの政策スタンスと相互作用である。特に地
域的な権力移行が制度形成に深い影を落と
していた。地域制度の原型となるデザインを
提示したり政府間会合の費用を提供したり
するなどして主要な政策領域での制度形成
を主導したのは日本であった。しかし、その
後制度がどのように発展していくかを最終
的に条件づけたアクターは中国であった。日
本が提案して形成された地域制度に中国が
どのような利益を見出し、具体的にどのよう
に関与したかが地域制度のその後の発展に
直接的影響を与えていた。 
 
（４）日中 2大国の国内政治は地域制度の発
展に大きな影響を与えていた。すなわち、両
国の政策決定者にとっての主要関心事であ
る政治的正当性が地域制度の形成や発展に
よってどのような影響を受けるかが、両国の
地域制度形成へのコミットに大きな影響を
与えていた。この点、日中間では政治的正当
性を追求する主体に大きな違いがあった。日
本の場合、各政策領域に関わる省庁の政策決
定者が地域的な関与を通じて自省の権益を
高めようとしていたのに対し、地域協力に関
わるに当たっての中国の政策決定者の政策
選好は、中国共産党の政治的正当性の確保と
いう広範な目標に向けられていた。 
 
（５）欧州の地域制度の形成においては地域
ガバナンスの要素が大きな影響を及ぼして
いる。しかし東アジアにおいては、地域ガバ
ナンスが制度形成に重要な役割を果たして
いるとは言い難い。本研究では重要な非国家
アクターとして研究機関や研究者の存在と
役割に焦点をあてた。こうした非国家アクタ
ーは地域制度の形成過程に確かに組み込ま
れていた。しかし、研究機関や研究者間の結
束性の弱さや国家アクターによる政策ネッ
トワークの支配のため、こうしたアクターの
地域制度形成プロセスにおける影響は限定
的であった。 
 
（６）グローバル危機に代表される対外的な
ショックや事件が、東アジアの地域的制度の
構築の発展にプラスの影響を及ぼしていた。
こうした対外的ショックや事件が、既存制度
の機能不全を顕在化し政策決定者が効果的
な地域メカニズムを作り出す必要性に対す
る認識を深める上で触媒的役割を果たして
いた。危機が作り出した重大な分岐点におい
て、以前のレベルには戻ることのできない、
歴史的軌道における制度的新経路が形成さ
れていた。 
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